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秋 田 市 医 師 会 ニュース
発行 一般社団法人 秋田市医師会

秋田市臨時診療所(帰国者・接触者外来)の開設について

本会では標記診療所の具体的な運営などについて検討して参りましたが、８月19日付けで

秋田市との間で同診療所業務の委託契約を締結いたしました。

業務の概要は、1）新型コロナウイルス感染症にかかったと疑われる者の診療等に関する業

務、2)同業務によりPCR検査が必要とされた者に対する検体採取業務(唾液による検体採取)、

3)医療従事者等の当番調整、患者の予約受付及び発生届等の運営に関する業務、4)医療従事

者等への報酬等の支払い業務、5)診療報酬請求に関する業務、としています。

同診療所の開設期間は令和２年８月19日から同年12月26日まで、診療日時は週２回(水・土

曜日の午後２時から４時)、診療科は内科、秋田市民を対象に16歳以上の者、帰国者・接触者

相談センターへの相談者のうち、秋田市保健所が判断した新型コロナウイルス感染症が疑わ

れる軽症者、又は濃厚接触者としています。なお、かかりつけ医が、新型コロナウイルス感

染症の疑いがあると判断した者への運用開始については、感染者の推移を見ながら秋田市と

本会が協議の上決定することとしています。

また、実際の運営に向け、８月19日(水)午後６時30分から

秋田市保健センターにて、８月と９月に診療業務に携わる医

師・看護師等を対象に「第１回秋田市臨時診療所(帰国者・接

触者外来)説明会並びにガウンテクニック研修会」が開催され

ました。始めに「感染予防の基本と新型コロナウイルス感染

症」と題して秋田県医師会常任理事の島田薫先生を講師に迎

えご講演いただくとともに、「ガウンテクニック実習」と題して秋田県立循環器・脳脊髄セ

ンター認定看護師の阿部亜矢子先生を講師として実技実習を含めた研修を行いました。引き

続き、秋田市保健所保健総務課職員から「秋田市臨時診療所」の運営に関して、診療・検査

手順等の説明が行われ、質疑応答では、参加者から唾液によるPCR検査、医師・看護師等のそ

れぞれの役割等について多くの質問・意見があり、活発な説明会となりました。

なお、同説明会・研修会を踏まえ、８月22日(土)の午後２時から実際の同診療所にて診療

手順の最終確認が行われました。実際の診療は８月26日(水)以降になる予定です。

社保コーナー レセプトのコード化とNDB

理事 熊谷 肇

令和２年の診療報酬改定でレセプトの「摘要」欄への記

載事項が、医科における診療行為について55項目追加、記

載事項が100項目以上追加されており、令和２年４月診療分

(５月請求分）から対応が求められていました。そしてさら

に、10月診療分(11月請求分)からレセプト電算処理システ

ム用コードが1700個以上追加され、そのうち392個のコードでは、算定理由などの
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テキスト入力が求められ、357個のコードでは、算定開始日など年月日のテキスト

入力が求められます。年月日については、すべて西暦ではなく元号による記載とな

ります。

ほとんどのレセコンは既に対応済みと思われますが、実際に入力する事務職員の

理解度によって欠落やミスが生じる可能性があり、確認が必要です。

電子化、コード化されたレセプトは、特定検診のデータと共に「レセプト情報・

特定健診等情報データベース」(National Databese 通称NDB)として蓄積されてい

ます。130億レコードといわれる巨大なデータベースを利用できるのは、当初研究

者などに限定されていましたが、現在ではその一部が匿名化の上、「NDBオープン

データ」として誰でもダウンロードできるようになっています。大規模なデータ

の解析が、人工知能(AI)の進歩によってこれまでより簡単になったこともあって、

今後NDBは医療関係ばかりでなく生命保険や健康食品、高齢者向けの住宅など様々

な業種で使われ、日本人の健康増進に幅広く活用されていくと思われますが、同時

にその使い方に目を光らせておく必要もあると思います。

国の第二次補正予算(慰労金・支援金)に関する説明会を開催

新型コロナウイルス感染症の影響により多くの医療機関で収入が減少している状況を踏ま

え、国が補正予算を組んで医療機関及び従事者等に「慰労金・支援金」を給付する事業が実

施されておりますが、この給付金の申請手続きが少し面倒な点もあることから、本会では秋

田県医師会で主催する説明会を２回希望し、開催(８月18日(火)、21日(金))いたしました。

是非この給付金事業を有効活用いただき、医療提供体制の強化にお役立て願います。

なお、当日の資料等を本会ホームページ(会員専用)へ掲載しておりますので、ご参照くだ

さい。

秋田厚生医療センターからのご案内

① 第27回 ＥＲ＆ＧＰ カンファランス

日 時 令和２年９月１１日（金） １７時１５分～１９時３０分

主 催 秋田県総合診療家庭医研修センター

場 所 秋田厚生医療センター ２Ｆ 大会議室

対 象 すべての医師・医療スタッフ 参加無料

１）Case Conference

秋田厚生医療センター 太田真由先生、畠山葉月先生、清水麻衣先生、藤島崇嗣先生

２）ER & GP seminar Ⅰ

福井大学医学部地域医療推進講座 教授 寺 澤 秀 一 先生
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※日本プライマリ・ケア連合学会 専門医・認定医研修講座〔２単位申請中〕

※日本プライマリ・ケア連合学会 認定薬剤師研修講座〔１.５単位申請中〕

※日本医師会生涯教育講座〔２単位申請中〕

会場は事前予約による定員制で、WEB配信併用で開催致します。

② 日本プライマリ・ケア連合学会 第10回東北ブロック支部学術集会

日 時 令和２年９月１２日（土） １３時３０分～１７時２０分

１３日（日） ９時３０分～１３時

主 催 秋田県総合診療家庭医研修センター

場 所 にぎわい交流館 ＡＵ 展示ホール

対 象 すべての医療者・研修医・医療系学生

参加費は職種によって違いますのでＨＰを確認下さい。

大会テーマ： 「よりそう・つながる・・・ 地域・家族・ひとを支える」

９月１２日(土) １３時３０分～

１．基調講演（オンライン）

北海道家庭医療学センター理事長・日本プライマリ・ケア連合学会理事長

草 場 鉄 周 先生

２．特別講演

「医療人のプロフェッショナリズム」

福井大学医学部地域医療推進講座 教授 寺 澤 秀 一 先生

３．一般演題(WEB上発表)

「プライマリ・ケアの現場における対策とポストコロナに向けて」

４．シンポジウム

「地域医療と総合診療医の役割」「地域に求められるドクターＧとは」

９月１３日(日) ９時３０分～

分科会

１．若手部会

「仲間を増やそう」 総合診療医？家庭医？いったいなにもの？

～家庭医のエッセンス、教えます ～(仮題)

２．在宅救急

在宅・救急連携の問題点・在宅医療と救急医療の連携を考える・救急から在宅への提案

３．ポリファーマシー

「ガンガン出よう薬剤師、どんどん活用しよう薬剤師」

～地域医療における薬剤師の役割と課題～
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４．初診道場(臨床推論)

臨床推論道場 病歴聴取でここまでわかる『胸痛』・『めまい』の診断ポイント

５．在宅医療と介護連携

在宅緩和ケア・スムースな介護医療連携でＱＯＤ(尊厳ある死)を支えよう

６．ＡＣＰ

COVID-19からACPを考える

ＥＸＰＥＲＴ ＳＥＭＩＮＡＲ

１．小児救急

【秘密のアソコちゃん－プライマリ・ケアで遭遇しうる小児の陰部病変－】

２．緩和ケア入門

３．高齢者心不全

会場は事前予約による定員制で、WEB配信併用で開催いたします。

詳しくはこちらから↓

https://sites.google.com/jpca-akita.com/home

※ 日本プライマリ・ケア連合学会 専門医・認定医研修講座〔申請中〕

※ 日本プライマリ・ケア連合学会 認定薬剤師研修講座〔申請中〕

※ 日本医師会生涯教育講座〔申請中〕

お問い合わせ先 ①②共通

秋田厚生医療センター 総務管理課

ＴＥＬ ０１８－８８０－３０００

E-mail : akikumi@akikumihsp.com

【 会 員 の 異 動 】

区分 氏 名 前 勤 務 先 等 異 動 先 等 所 属 班

退会 五十嵐 三儼 R2.8.6 逝去 泉外旭川班

異動 佐 藤 恵 中通総合病院 R2.8.1 自宅会員 駅 東 班

〃 井 谷 修 井谷耳鼻咽喉科医院 R2.7.31 自宅会員 泉外旭川班

入会 太 田 悠 介 秋田大学医学部附属病院 R2.9.1 太田眼科 手 形 班

【９ 月 行 事 予 定】

３(木) 第３回理事会運営会議(18:30) 10(木) 第10回理事会(18:30)

４(金) 第６回会報編集委員会(18:45) 24(木) 第11回理事会(18:30)

【10 月 行 事 予 定】

１(木) 第４回理事会運営会議(18:30) 22(木) 第13回理事会(18:30)

８(木) 第12回理事会(18:30)
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